
平成２９年１１月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年１１月２１日（火）午後３時３０分～午後４時１５分
２　場　所　　教育センター　第１研修室
３　出席者         内藤隆行教育長
［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
清水国明委員
　　　　  ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、出居正之学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　なし
６　開　会　　本日の議案は、なし。　　　　　　　　

７  協議事項　なし
８　報告事項
○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の１１月から２月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○第２回所沢市教育振興基本計画審議会の開催について(教育総務課)

　 ○平成２９年度第７１回成人のつどいについて（社会教育課）
○国指定重要文化財「小野家住宅」保存修理工事見学会（文化財保護課）

○平成２９年度「図書館要覧」の作成について（所沢図書館）

○埼玉県学力・学習状況調査及び全国学力・学習状況調査結果について
 （学校教育課）

（内藤教育長）
　　ただいまの報告事項に対するご意見・ご質問があればお願い致します。また、本日は議案がありませんので、各委員のみなさんが日頃の活動の中で得たご意見・ご質問や研修会に参加したご感想などを、この機会にいただければと思います。
（吉本委員）

　　「図書館要覧」に、今年度購入した図書のリストを入れることは難しいですか。
（中村所沢図書館長）

　　年間２万冊を超えるため、「図書館要覧」に掲載することは難しいと考えます。
（清水委員）

　　「小野家住宅」の茅葺屋根は、茅の葺き替えが行われていると思いますが、新しい茅は、どこで生産されているものですか。
（木村文化財保護担当参事）

　　群馬県みなかみ町の藤原で生産されたものを使用していると聞いています。
（大岩教育長職務代理者）

　　出版社から、「書籍の売れ行きに影響するため、図書館で文庫本を貸し出すことをやめてほしい」という申し入れがあった、という記事を最近見ましたが、何か対応は検討されていますか。
（中村所沢図書館長）

　　所沢図書館では、文庫本だからということではなく、長く使える図書を揃えたいという考えから、図書の購入選定の段階で、一過性の話題本について、多数の複本を購入しないという方針をとっています。

図書館界全体の方向性としても、貸出サービス中心から、課題解決支援に向けて有用な資料を備えるという流れになってきていますが、このたびの出版社からの申し入れに対しましては、現時点で大きく何か検討していくという情報は確認しておりません。

（清水委員）

　　学力調査についてですが、学力を上げることが教育委員会の最大目標なのかどうか、そのあたりをどのように捉えているか伺いたいと思います。
（岩間学校教育部次長）

　　学力調査で測れる学力とは、あくまでも学力の一部であると捉えています。また、学校教育の最終的な目標とは、子ども一人一人の社会的自立を促すこと、社会で生きていくための力をしっかり育んでいくことであると考えています。そのためには、小･中学校では「知」「徳」「体」のバランスの取れた生きる力を育んでいくことが目的になります。子どもたちが将来社会で自立していくための基礎をバランスよく育むことを目標に教育活動に取り組んでいるところです。
（田中学校教育部長）
　　岩間次長からも話があったように、学力のみを求めているわけではなく、これから社会で自立していくために、ということが最終目標になってくると思います。グローバル社会といわれ、国際的にどのように生活していくかということも大きな要素としてある中で、現実問題として、どの学校に進学するのか、どのような仕事に就くのかということもありますので、進路教育を通して進めているところです。
（清水委員）

　　世界を見渡すと、ベンチャー企業を立ち上げる小･中学生がいます。生きる力というのは一つの側面からいうと、お金を稼ぐ力というのもその一つだと思います。学力調査の正答率も大切ですが、お金を稼ぐ力や社会で組織を作って活動する力なども、社会で生きていくために必要な要素だと思いますので、一つの学力に固執しすぎないことも大事ではないかと思います。
（大岩教育長職務代理者）

　　清水委員のおっしゃるとおり、幅広い分野に子どもたちがチャレンジしていけるようにすることも大切だとは思いますが、学校の教育は公教育ですので、法の規制という要素があります。学習指導要領があり、その内容に則って取り組む必要があります。逆に、そこに書いていないことを取り組むことは難しいという部分もあります。
（清水委員）

　　このままでは世界に負けてしまう、という危惧があり、規制があることで力のある人材が育ってこないのではないか、という思いを持っています。
　　また、国や学校が示している基準に従っている子どもはいいのですが、決められた路線から外れて、自らの独自路線を歩もうとする子どもがいじめられるということもある気がします。このまま教育と受けていては芽が出ないと思っている子どもが直感的に人と違うことをすると、「みんな我慢して従っているのに、何で勝手なことをするんだ」と引き戻そうとする動きが、いじめの構造の一つとしてあるのではないかという考えです。そのような視点から行くと、もう少し自由奔放な部分が認められる社会体制、学校体制も必要ではないかと感じています。
（吉本委員）

　　部活動に関してですが、民間の習い事をしている生徒が、学校の部活動と活動日が重なった場合に、学校の部活動が優先されて、民間の活動に参加しづらい状況があるという話を聞きました。学校外の活動は、どのように評価されているのでしょうか。
（岩間学校教育部次長）

　　学校内の活動だから評価されて、学校外の民間の活動だから全く評価されないかというと、必ずしもそうではないと思います。
（大岩教育長職務代理者）

　　学校の指導の中には、ここまで到達してもらいたいという目標があり、その目標に対して評価を行っています。学校外で行っている活動に関しては、目標を定められないので、それに対して評価を行うというのは難しい部分もあると思います。
（田中学校教育部長）

　　最近では、部活動と民間の活動の両方に取り組んでいる生徒が沢山いますし、民間の活動に否定的なこともなく、以前に比べると、そこで活動していることも評価の一つとして扱われるようになってきています。
（中川委員）

　　市町村教育委員会研究協議会に参加した報告をさせていただこうと思います。私は「教職員の負担軽減」をテーマにした分科会に参加したのですが、取組の事例として、学校に留守番電話を入れる、就学時健診を幼稚園・保育園に任せる、などが紹介されていました。それを聞いていて、これまで気付かなかった色々なアイデアがまだまだあることに感心しました。
それと同時に、アイデアが出てこない理由も考えてみたのですが、ひとつは、お上のせいにすることです。「現場を理解せずに、こんなことを言ってくるから大変になってしまった」といって、そこで留まってしまい、新しいアイデアが出て来ることを妨げてしまっていないかということです。
もう一つは、「子どもたちのために」という言葉を言い訳にしていないか、ということです。子どもたちのために一生懸命頑張ることが、とても良い方向に向かうこともあると思いますが、逆にそれが工夫することのモチベーションを削いでしまっている部分があるのではないか、と考えました。
研修を通して、これからは、工夫しようとする心を塞いでしまっているものを取り払っていくべきだと感じました。今後、研修に参加するなどして得たアイデアは、皆さんと共有していこうと考えています。
（内藤教育長）
　　清水委員の意見の中に、お金を稼ぐ力という言葉がありましたが、『学問のすゝめ』の中にもそのような内容があり、お話を聞いていて通ずるところがあると感じました。
　　本日は、各委員から様々な意見をいただき、大変有意義な時間を得られたと考えております。今後の参考にさせていただき、教育行政の推進に繋げていきたいと思います。
９　その他
・教育委員会会議１２月定例会：１２月２０日（水）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室

　 ・学校視察：１２月２０日（水）午前中

　 ・総合教育会議：１２月２０日（水）午後３時３０分
　　　　　　　　   所沢市役所６階　６０２会議室
・教育委員会会議１月定例会：１月３１日（水）午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　 教育センター　大研修室
・教育懇談会：１月３１日（水）午後３時

教育センター セミナーホール
１１　閉　会　午後４時１５分

